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広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号２

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
２
０
５
億
４
千
万
円
、
特
別
会

２３

計
が
１
１
７
億
９
１
４
０
万
円
、
上
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収
支
で
６
億
７

２
６
５
万
６
千
円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
８
０
９
３
万
５
千
円
、
支
出
で
３

億
３
３
４
９
万
２
千
円
で
し
た
。
そ
れ
に
、
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
及
び
災

害
復
旧
事
業
関
連
補
正
な
ど
を
加
え
た
予
算
額
は
、
平
成　

年
３
月　

日
現
在

２４

３１

で
、
一
般
会
計
が
２
５
４
億
１
７
３
６
万
円
、
特
別
会
計
が
１
２
９
億
４
７
５

８
万
４
千
円
、上
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収
支
で
６
億
７
８
７
５
万
６
千
円
、

資
本
的
収
支
の
収
入
で
１
億
４
３
５
８
万
５
千
円
、
支
出
で
３
億
５
３
３
９
万

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額区　　　　　分

４６億１，９３２万５千円４６億５，８１６万４千円５０億６，１３０万２千円事業勘定
国民健康保険特別会計

１億６，２１８万８千円１億６，３４９万１千円１億７，４１８万９千円診療施設勘定

４億７，２８７万５千円５億４，８０２万２千円８億７，３０７万７千円公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

７０９万４千円５，６３７万３千円１，８１２万２千円公 営 墓 地 特 別 会 計

６億６，７６８万９千円７億５，１６６万３千円８億４，２５９万４千円農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

３７億１，５８３万１千円３８億７，２７０万２千円４１億８７２万５千円介 護 保 険 特 別 会 計

９億１，５６７万５千円８億７，８９７万円１２億６，５６４万７千円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

１，５２６万７千円２，６８９万７千円２，９０７万５千円宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

５，４９９万６千円５，１２２万８千円５，９６０万６千円戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計

８，２００万４千円８，６４５万円９，９９７万９千円温　泉　事　業　特　別　会　計

３億７，３８７万１千円４億１，５５４万１千円４億１，５２６万８千円後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

民生費

公債費

教育費

災害復旧費

総務費

衛生費

農林水産業費

消防費

土木費

その他

99億1,492万7千円
105億553万9千円

65億7,081万円
60億1,709万3千円

33億4,027万9千円
25億2,828万6千円

28億5,011万1千円
21億8,346万5千円

25億5,822万5千円
5億5,669万1千円

24億5,253万2千円
20億586万2千円

20億9,397万7千円
19億7,268万8千円

15億3,760万円
13億2,789万6千円

15億2,639万4千円
11億4,495万6千円

9億9,809万6千円
9億123万6千円

14億8,933万6千円
14億1,508万8千円

予算額
支出済額
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から平成２４年５月３１日までの出納整理期間の収入額と支出額を含めていないため、決算額とは異なります）

※平成２４年３月３１日現在の住民基本台帳人口４５，８８８人で算出しています。

○市民一人当たりの一般会計予算額　553,900円

○市民一人当たりの市税額　101,137円

民生費　１４３，１９２円

土木費　３３，２６３円

教育費　６２，１１０円公債費　７２，７９２円 総務費　５３，４４６円

衛生費　４５，６３２円

災害復旧費　５５，７４９円

その他　３２，４５７円消防費　２１，７５１円農林水産業費　３３，５０８円



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号３

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

県支出金

繰越金

諸収入

繰入金

その他

予算額
収入済額

99億1,492万7千円99億1,492万7千円
105億553万9千円105億553万9千円
99億1,492万7千円
105億553万9千円

46億4,098万2千円
47億3,097万円

25億4,429万4千円
16億7,770万9千円

25億3,650万3千円
12億4,090万3千円

20億7,207万3千円
6億7,818万6千円

10億3,343万4千円
10億3,343万4千円

5億5,025万2千円
5億2,277万2千円

5億2,169万1千円
1,700万2千円

16億320万4千円
15億6,725万1千円

一般会計 ��������������������
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（※収入済額及び支出済額は、平成２４年３月３１日現在のもので、平成２２年度からの繰越分を含み、平成２４年４月１日

■問い合わせ■　
財政課　財政グループ
�５２－１１１１　（内線３７５・３７６）

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億５，８０４万３千円は、当年度分消費税
資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

２５，４３１人給 水 人 口

１０，１６６件給 水 件 数

２，７７７，１３５�／年有 収 水 量

１０，２４２�一日最大配水量

９，１３２�一日平均配水量

８３．０９％有 収 率

業務状況
収支率収支額予算額区　　分

９４．２％
６億３，９２８万

１千円
６億７，８７５万

６千円
収入収　

益 ９４．７％
６億４，２７５万

１千円
６億７，８７５万

６千円
支出

７９．８％
１億１，４５９万

１千円
１億４，３５８万

５千円
収入資　

本 ７７．１％
２億７，２６３万

４千円
３億５，３３９万

２千円
支出

予算の収支状況

主　な　財　産

上水道事業会計［地方公営企業法第４０条の２第１項の規定に基づく公表］

市 債 の 状 況
実負担割合現　　　在　　　高区　　　　　分

２９．５％（７２億５，１３８万円）　　２４５億９，２３６万円一 般 会 計

３０．０％（４，４１５万円）　　１億４，７１６万円国保診療施設勘定

５３．２％（１６億４，２６１万円）　　３０億８，６９８万円公 共 下 水 道 事 業

４８．３％（２０億５，４９５万円）　　４２億５，７５２万円農業集落排水事業

５３．８％（１億１，１７０万円）　　　２億７５０万円戸別浄化槽整備事業

６４．７％（１７億４，０６７万円）　　２６億８，９５５万円簡 易 水 道 事 業

３０．０％（３，１５４万円）　　　１億５１３万円宅 地 造 成 事 業

３０．０％（９５７万円）　　　　３，１９０万円温　 泉　 事　 業

１００．０％（１１億２，４１３万円）　　１１億２，４１３万円上 水 道 事 業

３８．７％（１４０億１，０７０万円）　　３６２億４，２２３万円合　 　 　 　 計

※現在高の（　）内の金額は、市債のうち合併特例事業債や過疎対策事業債など、毎
年度の元利償還額の一部を地方交付税で補てんされる市債があり、それらの市債の
残高から補てんされる金額を除いて実際に市が負担する見込み額です。

公共施設敷地
４，８４６，０２１．９４㎡

山林、原野等
６，３７３，１５４．８０㎡

基金及び出資金
８４億９，５５２万１千円

宅地
７，２４６．２９㎡

建物
２７９，６８４．５６㎡

車
２３２台
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骨格予算から本格予算へ骨格予算から本格予算へ骨格予算から本格予算へ
平成24年度一般会計予算額（６月補正後）　　206億 9,200万円

当　　初　　　　　　　　203億5,000万円
６月補正　　　　　　　　　3億4,200万円

合　　計　　206億9,200万円
　　　　　　　　　　（対平成23年度当初比0.7％増）

一
般
会
計

当　　初　　　　　　　　333億9,354万円
６月補正　　　　　　　　　3億5,840万円

合　　計　　337億5,194万円
　　　　　　　　　　（対平成23年度当初比1.2％増）

全
会
計

当　　初　　　　　　　　121億2,200万円
６月補正　　　　　　　　　　　1,640万円
　　　　　　　(内訳　簡易水道事業800万円　温泉事業840万円）

合　　計　　121億3,840万円
　　　　　　　　　　（対平成23年度当初比2.9％増）

特
別
会
計

　平成２４年度の一般会計当初予算は、４月の市長選挙を
踏まえ、骨格予算としました。
　６月補正予算では、市総合計画の推進と市内各地域の
一層の発展につながる事業等、政策課題に対応する事業
に取り組むべき予算として３億４，２００万円を追加計上し、
平成２４年度本格予算としました。
　これにより一般会計は前年度より０．７％増の２０６億
９，２００万円、特別会計は２．９％増の１２１億３，８４０万円、これ
に、上水道事業会計の９億２，１５４万円を加え、全会計予
算の総額は前年度より１．２％増の３３７億５，１９４万円となり
ました。

※上水道事業会計については、６月補正はありません。

平成 24年度６月補正予算　一般会計主要事業の予算

�������	
����������

　　大宮西小学校放課後児童クラブ設置促進事業　………………………………………………　２０，５５９千円
　　不妊治療費助成事業　……………………………………………………………………………　３，０００千円

�������	
��������

　　再生可能エネルギー等導入促進事業（避難所へのＬＥＤ街路灯設置）　…………………　３９，８６０千円
　　電気自動車購入事業　………………………………………　４，６４６千円
　　災害対策事業（アマチュア無線用アンテナ設置）　……　２，３１０千円
　　東日本大震災記録集作成事業　……………………………　２，９５３千円

�������	
�����������

　　道路等維持事業（道路舗装工事（５路線））　…………　２６，０００千円

�������	
�����������

　　新規就農者総合支援事業　………………………………　２５，８３０千円
　　百人の森づくり推進事業　……………………………………　２１９千円
　　地域ブランド・６次産業化推進事業　………………………　５５７千円
　　戸別所得補償経営安定化推進事業（人・農地プラン作成）　…………………………………　６，３７３千円
　　高井勝利基金事業（作業道開設、造林整備等）　……………………………………………　１５，６６１千円
　　２川（２０００）愛ある特産品づくり事業（鮎のぼり製作）　……………………………………　１，４４４千円

�������	
���������

　　大宮西小学校整備事業（増築）　…………………………………………………………………　９０，５４３千円
　　郷育立市づくり・生涯学習推進事業（常陸大宮市誇れるものガイドブック作成）　………　２，１０９千円
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平成24年度６月補正後予算のあらまし平成24年度６月補正後予算のあらまし平成24年度６月補正後予算のあらまし平成24年度６月補正後予算のあらまし平成24年度６月補正後予算のあらまし
一般会計 単位：千円

増減額平成２３年度増減額平成２４年度
区　　　　分

（Ａ）－（Ｃ）当　初（Ｃ）（Ａ）－（Ｂ）当　初（Ｂ）６月補正後（Ａ）

▲８１，２４５４，６１５，１８８０４，５３３，９４３４，５３３，９４３１．市税

自
主
財
源

▲１２，３３５６８７，９７４１２７，４１７５４８，２２２６７５，６３９２．繰入金

６，７５７４２７，３９１８，８４７４２５，３０１４３４，１４８３．諸収入

▲９，７７８８１４，４０５８８０８０３，７４７８０４，６２７４．その他

▲９６，６０１６，５４４，９５８１３７，１４４６，３１１，２１３６，４４８，３５７計

１４０，０００８，０００，００００８，１４０，０００８，１４０，０００１．地方交付税

依
存
財
源

２３９，９００２，１２８，９００１１１，８００２，２５７，０００２，３６８，８００２．市債

５６，４３６１，６０６，２８３▲３１，３７６１，６９４，０９５１，６６２，７１９３．国庫支出金

▲１８７，７３５２，２５９，８５９１２４，４３２１，９４７，６９２２，０７２，１２４４．その他

２４８，６０１１３，９９５，０４２２０４，８５６１４，０３８，７８７１４，２４３，６４３計

１５２，０００２０，５４０，０００３４２，０００２０，３５０，０００２０，６９２，０００総　　　　額

［歳入］

平成２４年度当初と６月補正後の主な増減理由
　■繰入金は、震災復興基金繰入金や高井勝利森を活かし緑を育む基金繰入金等の皆増により、増額となっています。
　■市債は、大宮西小学校増築工事や大宮西小学校放課後児童クラブ室増築工事に伴う合併特例事業債の増により、増額となっています。

増減額平成２３年度増減額平成２４年度
区　　　　分

（Ａ）－（Ｃ）当　初（Ｃ）（Ａ）－（Ｂ）当　初（Ｂ）６月補正後（Ａ）

▲１５２，３６４６，１８９，５９７５５，６８５５，９８１，５４８６，０３７，２３３１．民生費

▲９３，３７９３，３８０，２７９０３，２８６，９００３，２８６，９００２．公債費

７２９，６５３２，１３７，００３１０３，２８７２，７６３，３６９２，８６６，６５６３．教育費

▲２２６，７４５２，３３８，６０９３，２５２２，１０８，６１２２，１１１，８６４４．総務費

▲１５，８８８１，９６０，６９７５４，７５１１，８９０，０５８１，９４４，８０９５．衛生費

▲１０５，５６６１，５３０，８８５３０，４８０１，３９４，８３９１，４２５，３１９６．土木費

５６，０９９１，２１７，２１７６２，９１９１，２１０，３９７１，２７３，３１６７．農林水産業費

▲３９，８１０１，７８５，７１３３１，６２６１，７１４，２７７１，７４５，９０３８．その他

１５２，０００２０，５４０，０００３４２，０００２０，３５０，０００２０，６９２，０００総　　　　額

［歳出］目的別構成比

増減額平成２３年度増減額平成２４年度
区　　　　分

（Ａ）－（Ｃ）当　初（Ｃ）（Ａ）－（Ｂ）当　初（Ｂ）６月補正後（Ａ）

▲１７２，１７７４，５３９，１３１▲１，５２４４，３６８，４７８４，３６６，９５４１．人件費

▲９３，３７９３，３８０，２７９０３，２８６，９００３，２８６，９００２．公債費

５１，７８０３，０３７，５７３１６，９９５３，０７２，３５８３，０８９，３５３３．物件費

▲３３，３１３３，０４７，５６５３２６３，０１３，９２６３，０１４，２５２４．扶助費

３，０６０２，９０３，６７０１６，４００２，８９０，３３０２，９０６，７３０５．繰出金

４０，８５８１，７６２，４２８１００，３４６１，７０２，９４０１，８０３，２８６６．補助費等

３２９，８８４１，５２４，１７５１９９，２９０１，６５４，７６９１，８５４，０５９７．普通建設事業費

２５，２８７３４５，１７９１０，１６７３６０，２９９３７０，４６６８．その他

１５２，０００２０，５４０，０００３４２，０００２０，３５０，０００２０，６９２，０００総　　　　額

［歳出］性質別構成比

一
般
会
計
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号６

～地域医療の充実を目指して～

開院 7年目を迎えた
　　　常陸大宮済生会病院

　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
は
、「
患
者
中
心

の
医
療
」「
安
全
で
質
の
高
い
医
療
」「
地
域

に
開
か
れ
た
病
院
」
を
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
日
々
の
診
療
を
実
践

す
る
上
で
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
人
間

味
豊
か
な
医
療
と
安
全
で
高
度
な
先
進
的

医
療
を
提
供
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
深
め
、
質
の
高
い
チ
ー
ム
医
療
の

提
供
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
医
療
に
情
熱
を
持
ち
、
全
人
的
な
医
療

を
実
践
す
る
医
療
人
の
育
成
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
念
に
立
っ
て
、
常
陸
大

宮
済
生
会
病
院
は
、「 
忘  
己  
利  
他 
」
を
胸
に

も
う 
こ 

り 

た

修
め
、
総
合
医
と
し
て
の
幅
広
い
医
療
と

高
度
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
医
療
の
調

和
を
実
践
し
、
地
域
医
療
と
救
急
医
療
へ

の
貢
献
を
通
じ
て
新
た
な
医
療
の
地
平
を

拓
く
こ
と
を
期
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

人
々
の
参
画
と
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

病
院
長　

伊
東　

紘
一

　

看
護
は
、
対
象
と
な
る
方
の
「 
生 
」、

い
の
ち

生
き
る
こ
と
を
支
え
る
仕
事
で
す
。
常
陸

大
宮
済
生
会
病
院
は
、
こ
の
地
域
に
住
む

人
々
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ

う
、
健
康
面
か
ら
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た
ち
看
護
師
は
、

知
識
・
技
術
を
磨
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、い
つ
ま
で
も
患
者
の
立
場
に
立
ち
、

温
か
い
、
配
慮
の
あ
る
看
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

看
護
部
長　

鈴
木　

典
子

■
病
床
数

　

一
般
１
５
６
床
（
稼
働
１
３
５
床
）、

　

感
染
４
床

■
診
療
科
目

　

内
科
、
循
環
器
科
、
呼
吸
器
科

　

消
化
器
科
、
小
児
科
、
外
科

　

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科

　

呼
吸
器
外
科
、
泌
尿
器
科

　

こ
う
門
科
、
皮
膚
科
、
形
成
外
科

■
診
療
機
能

　

第
二
次
救
急
医
療
及
び
へ
き
地
医
療
に

対
応
で
き
る
医
療
機
関

■
診
療
指
定

　

救
急
告
示
病
院

　

二
次
救
急
医
療
機
関

　

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院

　

第
二
種
感
染
症
指
定
病
院

■
医
療
機
器

　

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
（　

列
）

６４

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（　

テ
ス
ラ
）

１.５

　

３
Ｄ
超
音
波
診
断
装
置
（
ｉ
Ｅ　

）
３３

　

血
管
造
影
装
置
等

■
設
備

　

手
術
室
（
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ク
ラ
ス
１

０
０
０
）、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、

放
射
線
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）、

オ
ー
ル
電
化
厨
房
、
売
店
、
カ
フ
ェ
等

　茨城県北西部地域住民の大きな期待を担い、平成１８年７月３日に開院した常陸大宮済生会病院が７年目を迎え
ました。
　常陸大宮済生会病院は、常陸大宮市と隣接する常陸太田市・那珂市・城里町・大子町の５市町で構成された総
合病院誘致期成同盟が推進し、合併特例債を活用して建設された病院です。

病
院
長
あ
い
さ
つ

病
院
長
あ
い
さ
つ

看
護
部
長
あ
い
さ
つ

看
護
部
長
あ
い
さ
つ

施施

設

概

要

設

概

要



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号７

●
内
科

◆
医
師

　

伊
東　

紘
一
（
病
院
長
、臨
床
検
査
科
）

　

大
久
保
初
美
（
医
員
）

●
内
科
・
消
化
器
科

◆
医
師

　

杉
山　

照
幸
（
診
療
部
長
）

　

中
塚　

俊
博
（
部
長
）

　

岩
下
ち
ひ
ろ
（
医
員
）

◆
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
急
性
胃
腸
炎
、
虚
血
性
腸
炎
、

食
道
静
脈
瘤
破
裂
、
肝
硬
変
、
肝
細
胞

が
ん
、
急
性
肝
炎
、
肝
膿
瘍
、
肝
の
う

胞
、
胆
の
う
炎
、
胆
管
炎
、
総
胆
管
結

石
な
ど
の
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

◆
検
査
は
、上
下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
、

腹
部
超
音
波
検
査
、内
視
鏡
的
逆
行
性
膵

胆
管
造
影
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
治
療
で
は
、
胃
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
、
大

腸
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
、
内
視
鏡
的
消
化

管
止
血
術
、
内
視
鏡
的
硬
化
薬
注
入
療

法
、
内
視
鏡
的
静
脈
瘤 
結  
紮 

け
っ 
さ
つ 

術 
、
内
視

じ
ゅ
つ

鏡
的
胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
、
内
視
鏡
的
総

胆
管
結
石
除
去
術
、
経
皮
経
肝
胆
道
ド

レ
ナ
ー
ジ
、
経
皮
経
肝
の
う
胞
ド
レ

ナ
ー
ジ
、
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
肝
動
脈
塞

主
な
診
療
科
紹
介

主
な
診
療
科
紹
介

栓
術
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
内
科
・
循
環
器
科

◆
医
師　

　

高
山　

慎
吾
（
部
長
）

　

田
口　

慎
介
（
医
員
）

　

渋
木　

紗
季
（
医
員
）

◆
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

　

待
機
的
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
火
・

木
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
狭
心
症
に
つ
い
て
は
待
機
的
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ

ば
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
も
対
応
可
能
で
、
急
性
心
筋
梗
塞

の
治
療
と
し
て
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
経
皮
的
血
管
形
成
術
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
対
す
る
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

　

房
室
ブ
ロ
ッ
ク
や
洞
不
全
症
候
群
等
の

徐
脈
性
不
整
脈
に
対
し
て
、
永
久
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
込
み
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
心
臓
超
音
波
検
査

　

３
Ｄ
心
臓
超
音
波
装
置
を
用
い
た
解
析

や
、
冠
動
脈
の
描
出
な
ど
、
心
疾
患
に

応
じ
て
超
音
波
装
置
の
技
術
を
駆
使
し

て
い
ま
す
。

◆
ホ
ル
タ
ー
心
電
図

　

心
電
図
を　

時
間
記
録
す
る
こ
と
に
よ

２４

り
不
整
脈
や
狭
心
症
の
発
作
の
有
無
を

確
認
し
ま
す
。

◆
運
動
負
荷
心
電
図

　

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
と
併
用
し
つ
つ
虚
血
性
心

疾
患
の
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
心
臓
Ｃ
Ｔ

　
　

列
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
心
電
図
同
期
に
よ

６４り
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
虚
血
性
心
疾
患
の
検
査
の
一

つ
で
す
が
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
よ

り
侵
襲
性
が
低
く
、
高
齢
者
で
も
施
行

で
き
る
こ
と
が
利
点
で
す
。

◆
心
臓
Ｍ
Ｒ
Ｉ

　

心
筋
梗
塞
後
の
虚
血
領
域
の
評
価
や
心

臓
超
音
波
検
査
で
鮮
明
に
描
出
で
き
な

い
症
例
の
心
機
能
や
弁
膜
症
の
評
価
に

有
用
で
す
。

●
外
科
・
消
化
器
科

◆
医
師

　

小
島　

正
幸
（
副
院
長
）

　

横
山　
　

卓
（
部
長
）

　

小
野　

公
平
（
医
員
）

　

松
本　

健
司
（
医
員
）

◆
現
在
、
外
科
医
４
人
の
１
チ
ー
ム
体
制

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
員
で
の

朝
・
夕
の
回
診
を
基
本
と
し
、
手
術
、

化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
ま
で
、
一
貫
し

た
治
療
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
週
１
回
、
医
師
、
看
護
師
、
作
業
療
法

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）、

薬
剤
師
を
交
え
て
の
病
棟
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
っ
て
、
入
院
患
者
の
早
期
回

復
、早
期
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
胃
十
二
指
腸
潰
瘍 
穿  
孔 
・
胆
石
症
・
早

せ
ん 
こ
う

期
大
腸
が
ん
な
ど
に
対
し
て
は
、
腹
腔
鏡

下
手
術
を
基
本
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
内
痔
核
に
対
し
て
は
、
ジ
オ
ン
に
よ
る

治
療
（
四
段
階
注
射
法
）、
Ｐ
Ｐ
Ｈ
法

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 
鼠  
径 
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
は
術
後
の

そ 
け
い

 
疼 とう

痛
   

、
突
っ
張
り
感
、
運
動
制
限
な
ど
が

つ
う少

な
い
ク
ー
ゲ
ル
パ
ッ
チ
を
使
用
し
た

手
術
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号８

◆
化
学
療
法
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
最
新
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
静

脈
ポ
ー
ト
を
留
置
し
た
外
来
で
の
Ｆ
Ｏ

Ｌ
Ｆ
Ｏ
Ｘ
療
法
、
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
療

法
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
難
治
性
腹
水
の
方
に
は
、
腹
水 
濾  
過 
濃

ろ 

か

縮
再
静
注
法
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
も
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
積
極
的
な
治
療
法
が
な
く
な
っ
た
方
に

は
、
緩
和
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
他
院
で
手
術
し
た
が
化
学
療
法
は
家
の

近
く
で
受
け
た
い
、
緩
和
ケ
ア
と
言
わ

れ
た
が
最
期
は
家
の
近
く
で
過
ご
し
た

い
と
い
う
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
整
形
外
科

◆
医
師

　

石
川　

有
之
（
部
長
）

◆
午
前
中
は
外
来
診
療
、
午
後
は
病
棟
診

療
・
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
特
性
上
、
腰
下
肢
痛
・
膝
痛
・

肩
痛
の
方
が
多
く
来
院
さ
れ
ま
す
。
周

囲
に
整
形
外
科
医
が
い
な
い
た
め
外
傷

患
者
も
来
院
さ
れ
ま
す
が
、
高
度
な
外

傷
や
脊
椎
疾
患
、
そ
の
ほ
か
一
人
で
は

手
術
が
で
き
な
い
場
合
は
他
市
の
病
院

に
手
術
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
地
元
で
の
入
院
手
術
を
希
望
す
る

方
が
多
く
、
で
き
る
だ
け
要
望
に
沿
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

●
小
児
科

◆
医
師

　

野
崎　

靖
之
（
部
長
）

　

松
本　

静
子
（
医
長
）

　

川
又　
　

竜
（
医
長
）

　

後
藤　

昌
英
（
医
員
）

◆
当
科
は
、
平
成　

年　

月　

日
に
県
北

１８

１０

３０

西
部
地
域
で
唯
一
の
小
児
科
専
門
医
の

い
る
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
成
長

と
発
達
の
過
程
に
あ
る
新
生
児
期
か
ら

思
春
期
ま
で
の
小
児
の
種
々
の
器
官
の

疾
患
や
保
健
な
ど
の
広
い
分
野
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
◆
午
前
は
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か

ら
だ
の
病
気
、
育
児
の
相
談
等
の
幅
広

い
領
域
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
第
２
・

第
４
金
曜
日
及
び
第
２
・
第
４
土
曜
日
は

自
治
医
科
大
学
小
児
科
学
講
座
の
医
師

が
来
院
し
ま
す
。
ま
た
、
第
１
・
第
３

及
び
第
５
火
曜
日
は
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
病
院
の
郡
司
教
授
が
来
院
し
ま
す
。

◆
午
後
は
予
約
診
療
で
す
。
月
曜
日
及
び
木

曜
日
は
予
防
接
種
、
火
・
水
・
金
曜
日
は

慢
性
疾
患
が
中
心
で
す
。
ま
た
、
第
１
木

曜
日
午
後
に
乳
児
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
平
成　

年
６
月
１
日
に
小
児
科
病
棟
が

２０

オ
ー
プ
ン
し
、
平
成　

年
度
は
４
０
０

２３

人
を
超
え
る
入
院
が
あ
り
、
平
均
在
院

日
数
は　

日
で
し
た
。
よ
り
良
い
治
療
環

４.３

境
を
整
え
て
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治　

年
２
月　

日
、明
治
天
皇
は「
医

４４

１１

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
困
っ
て

い
る
人
た
ち
に
、
施
薬
救
療
の
途
を
講
ず

る
よ
う
に
」
と
い
う
ご
趣
旨
の
「
済
生
勅

語
」
と
、
そ
の
基
金
と
し
て
御
手
元
金
１

５
０
万
円
を
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
・
桂

太
郎
に
下
賜
さ
れ
、
総
裁 
伏  
見  
宮  
貞  
愛 
親

ふ
し 
み
の 
み
や 
さ
だ 
な
る

王
、
会
長
桂
太
郎
と
、
済
生
会
を
創
立
し

ま
し
た
。
以
来
、
全
国
的
規
模
で
医
療
の

推
進
と
社
会
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
、
戦

後
に
公
的
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
、
組

織
を
「
社
会
福
祉
法
人
」
に
改
め
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
困
っ
た
人
に
医
療
の
手
を
差

し
伸
べ
る
」
と
い
う
済
生
会
の
創
立
の
原

点
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
、
経
済
的
に

お
困
り
の
方
の
た
め
に
無
料
ま
た
は
低
額

な
料
金
で
診
療
を
行
う「
無
料
低
額
診
療
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人           

済
生
会
と
は

平成２４年５月１０日、自治医科大学の永井良三学長（中央）視察時

▲済生会病院前に設置されている
　「忘己利他」の石碑



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号９

�診療時間　＜午前＞　９：００～１２：００（受付時間　８：３０～１１：００）
　　　　　　＜午後＞　１３：３０～１７：００（受付時間　１３：００～１５：３０）
�土曜日の診療は、第２・第４週のみ（第１・第３・第５週は休診）
�予約変更は、月曜日から金曜日（祝日を除く）の１５：００から１７：００の間で、電話にて受付。
�担当医師は、学会出張などにより不在・変更が生じることがあります。

平成２４年７月

土（第２・第４）金木水火月

○○○○○○午　前

小児科
予約予防接種

（乳児健診）予約予約予防接種午　後

�����

★予防接種、乳児健診は完全予約制です

土金木水火月

○○○○○午　前
整形外科

○予約のみ午　後

������

土（第２・第４）金木水火月

○○○○○○午　前外科

○午　後脳神経外科

○午　前
皮膚科

○午　後

○午　前形成外科

○午　前泌尿器科

○（第２・第４）午　前ストーマ外来

����

★ストーマ外来は、第２・第４火曜日のみ完全予約制です

土（第２・第４）金木水火月

○○○○○○午　前
内科

禁煙外来午　後

����

★禁煙外来は、１５時から完全予約制です

��������	
���

　　　　科目　　　　　　　　　　診療日程

《脳神経外科》　　　　毎週火曜日　午後
《呼吸器内科》　　　　毎週火曜日　午前
《呼吸器内科／禁煙》　毎週木曜日　午前
《禁煙外来》　　　　　毎週月曜日　１５時～
《呼吸器外科／禁煙》　毎週水曜日　午前
《皮膚科》　　　　　　毎週水曜日　午前・午後
《形成外科》　　　　　毎週木曜日及び第２・第４土曜日　午前
《泌尿器科》　　　　　第２・第４土曜日　午前

���������������	
�����������������������

���������������	
����������

��������	�
　当院は、二次救急医療機関として２４時間体制で
救急患者の受け入れを行っていますが、次のよう
な場合には、救急患者の受け入れができない場合
もありますので、ご理解とご協力をお願いします。

�明らかに当院での対応が困難と思われる場合
�ベッドが満床の場合
�重症の患者が集中している場合



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１０

2012年
7月9日
から

2012年
7月9日
から

外国人の方の
　登録制度が変わりました
外国人の方の
　登録制度が変わりました
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１１

 　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

定
例
会
が
、
６
月　

日
か
ら　

日
ま
で

１２

２８

開
会
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
定
例
会
で
は
、

次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
、承
認
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

 �
市
長
提
出
議
案�

 

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
及
び
外
国
人
登
録
法
の
廃

止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例

平
成

年
度
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
補
正
予
算 

２４２４

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
２

会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

 

（
敬
称
略
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

自
見　

友
一　
（
下
岩
瀬
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

寺
門　

延
幸　
（
下
村
田
）

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
平
成　

年
度
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補

２３

正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
及
び
常
陸
大
宮
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

５
月
９
日
、
環
境
保
全
県
民
会
議
で
ほ

う
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
団

体
の
部
で
常
陸
大
宮
市
北
西
部
建
設
業
組

合
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
市
内
各
地
区
単
位
で
年
２

回
の
地
域
美
化
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
東
日
本
大
震
災
で
は
市
と
の
協
定
に

基
づ
き
災
害
応
急
活
動
に
協
力
し
、
が
れ

き
の
受
け
入
れ
な
ど
、
災
害
廃
棄
物
仮
置

き
場
の
整
理
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
で
表
彰

　

５
月　

日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館
で
茨

２５

城
県
治
山
林
道
協
会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
併
せ
て
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第　

回
民
有
林
林
道
維
持
管
理

３４

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
常
陸
大
宮
市
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞

の
受
賞
は
２
年
連
続
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
林
道
は
緒
川
地
域
の
深

山
不
動
下
線
で
す
。

第
34
回
民
有
林
林
道
維
持
管
理

　
　

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

▲右：市北西部建設業組合
龍崎会長　　
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５
月　

日
と
６
月　

日
、
総
合
保
健
福

１６

１０

祉
セ
ン
タ
ー
（
か
が
や
き
）
で
「
す
て
き

な
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
８
・
９
・　

月
に
出
産
予
定
の

１０

妊
婦
と
そ
の
ご
家
族
の
方
が
参
加
さ
れ
、

出
産
に
向
け
て
の
準
備
や
胎
児
を
育
て
る

食
事
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
父
さ
ん
が
妊
婦
を
疑
似
体
験

す
る
「
パ
パ
の
体
験
マ
タ
ニ
テ
ィ
」
も
行

い
、
重
さ
約　

キ
ロ
の
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー

１０

タ
ー
を
装
着
し
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
し

た
お
父
さ
ん
か
ら
は
「
足
元
が
見
え
な
い

の
で
怖
い
」「
寝
た
り
起
き
た
り
が
大
変
」

と
の
感
想
が
出
て
、
妊
娠
中
の
大
変
さ
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

す
て
き
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
開
催

▲深山不動下線

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市 
議 
会 
定 
例 
会

市
議
会
定
例
会

市 
議 
会 
定 
例 
会
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　私は４月から市内の養鶏場・緒川
村養鶏組合で働いています。当組合
の採用試験を受けたのは、所在地が
常陸大宮市だったからです。私は学
生時代、市内を舞台にして書いた小
説「常陸大宮物語」の制作を仲間と
共に取り組んでいました。その際、
市の自然や文化、出会った方々の魅
力に触れて、この地域が大好きに

なりました。当組合のおいしい卵・奥久慈卵をＰＲす
ることで、大好きな常陸大宮市のことをもっとたくさ
んの方に知っていただきたいと考え、入社を決意しま
した。
　現在、当組合では茨城県のご当地ヒーロー・時空戦
士イバライガーと共同制作した「イバライガーエッグ」
の製造など、地域に密着した取り組みを行っています。
私もいつかは、新商品の開発やアンテナショップ等の
設立など、地域に貢献する事業に携わりたいと考えて
います。
　まだまだ“ひよ子”ですが、周りの方に支えられ頑
張っています。応援よろしくお願いします！

������
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�������

　

市
内
在
住
の
彫
刻
家
・
間
宮
哲
夫
さ
ん

が
作
成
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像「
語
ら
い　

２
」

NO.

が
、
本
人
か
ら
常
陸
大
宮
市
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
豊
か
な
自
然
を
愛
す
る
思

い
が
文
化
を
育
み
、
そ
の
文
化
か
ら
漏
れ

い
ず
る
光
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

作
者
の
間
宮
さ
ん
に
よ
る
と
、「
一
対

の
男
女
像
は
緊
張
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
表
わ

し
て
い
て
、
直
線
と
斜
め
の
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
等
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

前
の
広
場
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月　

日
に　

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

３１

４２

た
県
立
山
方
商
業
高
等
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
優
秀
な
卒
業
生
を
輩
出
し
、

地
域
産
業
の
発
展
や
教
育
の
振
興
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
輝
か
し
い

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
同
校
に

設
置
さ
れ
て
い
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
未
来
へ

の
光
」
を
、
常
陸
大
宮
市
が
茨
城
県
か
ら

譲
り
受
け
、
同
校
同
窓
会
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
野
上
原
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
移
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
同
校
の
創
立　
２０

周
年
記
念
と
し
て
、
は
る
か
な
る
ま
な
ざ

し
と
大
い
な
る
明
日
を
期
待
し
て
設
置
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１３

　

５
月
６
日
の
竜
巻
被
害
に
よ
る
見
舞
金

を
近
隣
の
市
町
村
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご
支
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月　

日
・　

日
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

２９

３１

野
田
・
秋
田
地
区
の　

軒
の
お
宅
を
市
長

２６

及
び
副
市
長
が
訪
問
し
、
見
舞
金
を
届
け

ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

竜
巻
見
舞
金
に
つ
い
て

《奨学基金へ》
敬称略

第二ダンスクラブ
（会長　横山　英明）

30,000円
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▲優勝した上村田ソフトの皆さん
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１４

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
継
続

的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

ク
ラ
ブ
で
す
。
ク
ラ
ブ
運
営
の
主
体
は
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ク

ラ
ブ
は
年
代
や
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
も
が

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
権
利
を
持
っ
て
い
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
よ
う
な
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
場
を
地
域
に
つ
く

り
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
創
出
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
で
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
に
、
市
民
の
健
康
・
体
力
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成　
２５

年
春
に「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
し
ま
す
。 

�
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

�
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
楽
し
め
る
。

�
技
術
や
経
験
に
関
係
な
く
初
心
者
で
も

楽
し
め
る
。

�
活
動
拠
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
持

ち
、
定
期
的
・
継
続
的
に
活
動
で
き
る
。

�
一
人
ひ
と
り
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
要

請
に
応
じ
た
指
導
が
行
わ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
平
成　

年
９
月
に
「
ス

１２

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」（
平
成　

年
度
〜

１３

平
成　

年
度
の　

年
計
画
）
を
策
定
し
、

２２

１０

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
政
策
目
標
と
し

て
次
の
内
容
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

・
成
人
の　

％
の
人
が
週
１
回
、
運
動
や

５０

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と 

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
全

国
の
各
市
町
村
に
少
な
く
と
も
１
つ
の
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
す
る

こ
と
と
な
り
、
設
立
に
向
け
た
活
動
が
促

さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
呼
ば

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
用
意
す
る
予
定
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
手
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
を
目

的
に
考
え
出
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
と
、
技
術
や
記
録
の
向
上

を
目
指
す
競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
技
術
や
経

験
の
有
無
は
関
係
な
く
、
楽
し
む
こ
と
を

目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ま
た
、
本
来
の
ル
ー
ル
ど
お
り
に
や
る

だ
け
で
な
く
、
独
自
に
工
夫
し
た
や
り
方

で
遊
ぶ
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
体
力
低
下
や
超
高
齢
社
会
が
問
題
と

な
る
な
か
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
で
き
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
今
注
目
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
力
を
入
れ
て
教
室
や
大
会
を
開
催
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
で
も
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▲スナッグゴルフ教室 ▲スポーツ吹き矢教室

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
は
？

　
　

ク
ラ
ブ
と
は
？

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
何
？

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
何
？

◇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

の
主
な
特
徴

◇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

の
設
立
経
緯



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１５

　

市
で
は
、
設
立
に
向
け
て
、
平
成　

年
２３

度
に
３
回
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を　
１５

種
類
程
度
用
意
し
、
自
由
に
体
験
で
き
る

形
式
で
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
親
子
で

の
参
加
や
、友
達
同
士
の
参
加
が
目
立
ち
、

幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
員
の
方
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

ル
ー
ル
を
丁
寧
に
教
え
、
参
加
者
と
一
緒

に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
普
段
、
な
か
な
か
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
は
な
い
の
で
、
参
加

者
は
初
め
て
の
種
目
に
興
味
津
々
の
様
子

で
し
た
。
初
対
面
同
士
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
り
、
ま
た
子

ど
も
と
大
人
が
交
ざ
っ
て
活
動
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

３
回
の
教
室
す
べ
て
に
参
加
す
る
方
も

多
く
、
次
第
に
自
分
の
好
き
な
種
目
を
見

つ
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け

て
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
運
動
を
す
る

機
会
や
場
所
が
少
な
く
な
る
な
か
、
体
験

教
室
は
体
を
思
い
っ
き
り
動
か
し
ス
ト
レ

ス
を
発
散
す
る
良
い
場
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

事

業

報

告

事　

業　

報　

告

▲ユニバーサルホッケー

▲ヘルスバレーボール
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1 2 3

4 5 6

7 8 9

今今年度もニュースポーツ教室を開催！今年度もニュースポーツ教室を開催！今年度もニュースポーツ教室を開催！



広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１６

特定健診未受診の理由は特定健診未受診の理由は

定期的に通院している
69.6％
職場健診を受診した
10.9％

※ヘモグロビンA1c・・・過去１～２カ月間の血糖値の平均が分かる指標

～ 60代　Aさんの場合～

人間ドックを受診した
4.7％
健康に自信がある
4.5％
入院中、施設に入所している
1.1％
その他
8.3％
未記入
0.9％

？？
未受診の理由の７割が定期
的に通院しているからとの
結果でした。
それでは、定期的に通院し
ていれば特定健診は必要な
いのでしょうか？

高血圧で毎月、病院にかかってたんだよ。
血糖も食後血糖検査をして、何も言われてなかった。
最近目が見えにくくなって眼科に行ったら、糖尿病性網膜
症と言われたんだ。糖尿病だなんて驚いた。
こうなる前になんとかできなかったのかな・・・

糖尿病以外の病気での通院だと、糖尿病の最も信頼できる指標で
あるヘモグロビン A1c※は検査されない場合が多く、糖尿病の発
見が遅れ、合併症が出てから気付くことがあります。
定期的に通院していても、特定健診を受診することが大切ですよ。

特定保健指導は特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援しますあなたの健康づくりを応援します

特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援します

　平成２３年度に特定健診を受診しなかった方に、なぜ受診しなかったのか理由を聞いてみました。

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１
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◇特定健診受診券（緑色）の裏面に記載の医療機関でも特定健診は受けられます。
　通院中の方は、１診察分の検査として特定健診をご利用ください。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１７

　

市
内
に
は
、
南
北
朝

時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
の
城
跡
が
三
十

カ 
所
以
上
も
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
多
く
は
、

 
高  
部 
た
か 
ぶ 
城 
じ
ょ
う

や 
小  
瀬 
お 

せ 
城 
の
よ

じ
ょ
う

う
に
、
佐
竹
氏
の
二
、

三
男
家
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
、
佐
竹
庶
流
の

城
で
す
。

　

一
方
で
、 
部  
垂 
の
乱

へ 
た
れ

（
部
垂 
義  
元 
が
兄
の
佐

よ
し 
も
と

竹 
義  
篤 
に
討
た
れ
た
佐

よ
し 
あ
つ

竹
氏
の
内
紛
）
や
佐
竹

の
乱
（
山
入
の
乱
）
で

は
、
こ
れ
ら
市
内
の
諸
氏
勢
力
は
佐
竹
氏

本
家
と
対
立
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
佐
竹
本
家
と
合
戦
に
な
っ
た

経
緯
を
持
つ
城
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
一
つ
、緒
川
地
域
下
小
瀬
地

区
に
あ
る
川
崎
城
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

川
崎
城
は
、
下
小
瀬
地
区
川
崎
に
あ
る

た
め
、
下
小
瀬
城
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
よ
れ
ば
、
川
崎
城

は
、
小
瀬
城
、
小
瀬
高
館
な
ど
を
築
城
し

て
小
瀬
郷
を
領
し
、
足
利
尊
氏
の
奉
公
衆

で
も
あ
っ
た
小
瀬
氏
初
代
の
義
春
の
次
男

孫
二
郎
常
悦
が
築
い
た
城
で
す
。
常
悦
以

後
八
代
が
川
崎
城
を
居
城
と
し
ま
し
た
。

八
代
で
絶
家
し
た
後
は
、
佐
竹
本
家
か
ら

遣
わ
さ
れ
た
人
物
が
川
崎
を
名
乗
り
、
佐

竹
氏
の
秋
田
移
封
ま
で
こ
の
地
に
住
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
高
台
が
主
郭
と
想
定
さ
れ
、
全
体
で
は

五
、
六
の 
曲  
輪 
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う

く
る 
わ

で
す
。
北
側
に
は
高
さ
八
〇
セ
ン
チ
ほ
ど

の
土
塁
が
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
り
、

台
地
の
中
央
部
に
堀
跡
ら
し
き
く
ぼ
み
が

南
北
に
走
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
は
大

き
な
遺
構
は
み
ら
れ
ず
、
段
差
に
よ
っ
て

曲
輪
を
区
切
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　

ま
た
、
城
の
西
端
は
昭
和
三
年
の
緒
川

の
改
修
工
事
に
よ
り
大
幅
に
削
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
現
在
、
西
端
部
は 
櫓 ろ 
台 
状
だ
い

�
�
�
�
�
�
�
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現
在
の
川
崎
城
は
緒
川
の
左
岸
、
川
の

蛇
行
に
よ
っ
て
で
き
た
半
島
状
の
高
台
に

築
か
れ
た
平
城
で
す
。
南
北
に
二
つ
の
舌

状
台
地
が
連
な
り
、
南
は
縄
文
・
古
墳
時

代
の
遺
跡
（
川
崎
遺
跡
）
と
し
て
包
蔵
地

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
川
崎
城

は
北
側
の
舌
状
台
地
上
に
築
か
れ
て
い
ま

す
。
緒
川
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
た
台
地

は
東
西
・
南
北
と
も
に
最
大
で
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
台
地
中
央

�
�
�
�
�
�
�
	

　

川
崎
城
は
、文
献
史
料
か
ら
、 戦 
に
よ
っ

い
く
さ

て
落
城
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
数
少
な

い
城
跡
で
す
。

　

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
か
ら
天
文
九

年
（
一
五
四
〇
）
ま
で
続
い
た
部
垂
の
乱

の
余
波
が
下
小
瀬
ま
で
及
び
、
川
崎
城
も

主
戦
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
天
文
四
年

（
一
五
三
五
）
の
『
東
州
雑
記
』
に
「
下

小
瀬
ノ
河
崎
城
十
月
十
八
日
落
」と
あ
り
、

川
崎
城
が
落
城
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
水
戸
市
加
倉
井
町
の
日
蓮

宗 
妙 
み
ょ
う 
徳  
寺 
に
残
る
過
去
帳
に
は
「
天
文
八

と
く 
じ

年
三
月
部
垂
前
小
屋
落
打
死
亡
魂
、
同
七

年
三
月
口
尾
瀬
一
戦
亡
魂
」
と
あ
り
、
天

文
七
年
に
も
口
尾
瀬（
小
瀬
の
口
の
意
味
、

下
小
瀬
か
）
で
戦
い
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
上
小
瀬
の 
立  
野 
た
て 
の

神
社
の
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
） 
棟  
札 
む
な 
ふ
だ

の
銘
文
に
も
、
戦
乱
の
た
め
に
勧
進
が
で

き
な
い
旨
の
記
述
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
文
期
の
小
瀬
周
辺
の
混
乱
状
況
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲川崎城鳥瞰図（余湖浩一氏作図）

の
高
台
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事
前
に

ど
の
よ
う
な
遺
構
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

存
在
し
て
い
た
の
か
は
残
念
な
が
ら
不
明

で
す
。

　

現
状
で
は
、
川
崎
城
は
南
・
西
・
北
の

三
方
を
緒
川
に
臨
む
崖
で
守
っ
て
い
ま
す

が
、
東
側
の
防
御
施
設
は
明
確
で
あ
り
ま

せ
ん
。
東
側
の
高
台
及
び
山
に
も
当
然
防

御
施
設
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
川

崎
城
跡
の
城
域
は
現
在
よ
り
も
拡
大
す
る

可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

▲北側の土塁

▲城跡東側の山
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水の事故防止のお願い

　若草幼稚園幼年消防クラブは、子どもが小さい頃か
ら火に対する正しい意識を身に付け、家庭からの火災
の減少を図るとともに、将来において火災予防に関す
る基礎を養い育てることを目的として、昭和５９年８月
に常陸大宮市管内（旧大宮町）で初めての幼年消防ク
ラブとして発足しました。
　クラブ員は３～５歳の幼稚園児全員で、学期ごとに
避難訓練や消防署見学、保護者参加の防火もちつき大
会などの開催、防火教材を活用し日頃の防火意識の育
成などに努めています。
　また、春秋の全国火災予防運動期間中に防火法被を
着ての登降園や各種イベント時に鼓笛演奏などで社会
貢献活動も積極的に行っています。

�������	
���������	
��

～幼年消防クラブ員のちかい～

１　私たちは、ぜったいに火あそびはしません。
２　お父さん、お母さん、先生方のおしえをまもります。
３　れいぎ正しい、元気なよい子になります。

　子どもたちは夏休みを迎えました。プールや海水浴場がにぎわう季節です。そこで注意したいの
が水の事故です。一瞬の油断が重大な事故につながります。普段以上に気配り、目配りをして悲惨
な水難事故から子どもたちを守りましょう。

≪水難事故を防止するために≫

１１１１１１１１１１１．．．．．．．．．．．子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどもももももももももももををををををををををを自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分ののののののののののの視視視視視視視視視視視界界界界界界界界界界界かかかかかかかかかかかららららららららららら離離離離離離離離離離離さささささささささささななななななななななないいいいいいいいいいいででででででででででで！！！！！！！！！！！
　事故は、保護者がちょっと目を離した隙に多く発生
しています。目を離さず、子どもだけでの水遊びを禁
止しましょう。

２２２２２２２２２２２．．．．．．．．．．．通通通通通通通通通通通学学学学学学学学学学学路路路路路路路路路路路ややややややややややや自自自自自自自自自自自宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅周周周周周周周周周周周辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺ののののののののののの安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認ををををををををををを！！！！！！！！！！！
　川、堰、ため池等、危険な場所を把握し、危険と思われる場所を通る時には、注意するよう日
頃から教えておきましょう。

３３３３３３３３３３３．．．．．．．．．．．なななななななななななぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険なななななななななななのののののののののののかかかかかかかかかかか、、、、、、、、、、、理理理理理理理理理理理由由由由由由由由由由由ををををををををををを教教教教教教教教教教教えええええええええええるるるるるるるるるるる！！！！！！！！！！！
　危険な場所で遊んでいる子どもを見た時は、危険な理由を教えて、安全な場所で遊ばせましょう。

４４４４４４４４４４４．．．．．．．．．．．プププププププププププーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルややややややややややや海海海海海海海海海海海でででででででででででははははははははははは……………………………
　悪ふざけは、やがてエスカレートして取り返しのつかない事故を招くこともあります。浮き輪
を使っているからと安心せずに注意深く監視し、適宜休憩を取らせましょう。
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平成24年度　夏の節電対策について
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エアコン
58.0％冷蔵庫

17.0%
照明6.0%

テレビ5.0%

待機電力3.0%

温水洗浄便座0.6%

パソコン0.4%
その他10.0%
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御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉合弁花 ミツガシワ科アサザ属 花期 6～ 9月

ア サ ザア サ ザ
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　６月３日、辰ノ口親水公園で常陸大宮観光大使を迎えて、バラの
撮影会があると聞き、ひたまるも駆け付けました。
　会場に到着すると、観光大使はとても鮮やかな色の洋服を着てい
て、ひたまるのボディカラーや色とりどりの
バラとマッチしそうな予感。
　だけど、大勢のカメラマンを前に、観光大
使の２人はとても忙しそう…でも、おねだり
したら一緒に写真撮影できることに！さら
に、ひたまるお得意の決めポーズをしてくれ
て、大感激！！
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　ため池や水路に生育する浮葉性の多年草。
　公園等の池に植栽されるので、現在では自然
分布かどうかは定かでなくなってきています。
　水中茎を伸ばし、節から根と浮葉を出します。
花には、雌しべの花柱が雄しべより高いもの、
低いもの、ほぼ同じものの３型があります。冬
は水中茎で越します。
　各地で自然環境が減少していますが、霞ヶ浦
ではアサザの群落を復元することで、生態系を
回復しようという「アサザプロジェクト」が実
施されています。
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　５月２２日、御前山ビオトープで県環境アドバイ
ザーの廣瀬誠さんを講師に迎え、自然観察会が開
催されました。
　この催しは、御前山ダム環境センターが主催し
たもので、檜山地区の皆さんの協力のもと、御前
山小学校の５年生と御前山中学校の１年生を対象
に行われました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、参加した児
童・生徒の皆さんは、真剣なまなざしで、希少動
植物の説明に聞き入っていました。その後、近く
の公民館に場所を移動し、スライドショーが実施
されました。
　質疑応答の時間では矢継ぎ早に質問が出て、参
加者の関心の高さがうかがえました。
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ばっちり決まったポーズ


